










てきた性別二元性に関する科学的事実の存否が問われ始めている。LGBTQ（lesbian, gay, bisexual, 
transsexual, questioning）と称され、同性愛に代表されるセクシュアリティに特異性をもつ人々、性同
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い。同性愛男性のゲイ遺伝子説（Ｘ染色体上のq28の存在：Hamer et. al., 1993）、同性愛男性は異性
愛男性に比べ、前視床下部の第３小核が小さい（LeVay, 1991）、視交叉上核は反対に大きい（Swaab 
& Hofman, 1995）とするゲイの視床下部説、大脳両半球を繋ぐ脳梁、前交連も同性愛男性が異性愛男
性より大きい（Allen & Gorski, 1991）との知見もある。性同一性障害（性別違和）では、男性から女性
に性転換した人は、遺伝子的には男性だが、男性より前視床下部の第1小核の細胞数が少なく（Allen 
et.al., 1989）、分界条床核も小さい（Zhou et.al., 1995）などの知見がある。
これらの研究、特にルベイ（LeVay, S.）とハマ （ーHamer, D. H.）の結果が公表されると、科学誌と
マスメディアを巻き込んでの“ゲイ遺伝子論争”（LeVay & Hamer, 1994; Byne, 1994）が起き、ゲイ遺


































が示唆されている（Berenbaum & Snyder, 1995）。あるいはまた、子ども時代の遊びや仲間選択、セク
シュアリティ、性的同一性、性格特性や攻撃性、および知的能力（言語、数学、視知覚、空間把握、学習
障害、ラテラリティ）など、生物学的性差が予想されている特徴や特性に対して、ホルモンが影響するか







































































ジェンダ ・ースキーマ論（gender schema theory）を提唱したベム（Bem, 1981; 1985）やマーティンら




生涯変わらないという「性の同一性・恒常性（gender- identity & constancy）」を獲得するとした。ベ
ムは、性に関する体制化された情報のネットワークを意味するジェンダ ・ースキーマ（gender schema）
を提案し、これを形成、発達させていく認知作用を、情報を選択、記憶、体制化する情報処理過程とし
た（Bem, 1981; 1985）。マーティンらも、ジェンダ ・ースキーマを、自己と性に関連する情報を体制化して
いく心的連合（ネットワーク）としている（Martin & Halverson, 1981；Martin et al., 2002）。性自認
や性別の理解によってジェンダ ・ースキーマが形成されると、子どもはそれを元に、自己の性に適切とさ
れる諸特徴や行動を同一視などによって取り込んでいくとする。子どもの認知作用に基づく自己社会化
（self-socializing）の過程とみる立場である（Martin et al., 2002）。
社会化理論、認知発達理論に何を期待するか
両理論は、強化によるか、認知的（ジェンダー）スキーマによるかの違いはあっても、社会化（gender-
typing or self-socialization）を基本原理に、性・性意識の発達機制を理論化している（Ruble & 






















き」などに注目する解釈もなされている（Maccoby, 1998；Martin & Ruble, 2009）。
性・性意識の習得に付随するとみられる性差別意識の学習について、サービンら（Serbin et al, 
1993）は興味深い示唆をしている。幼・児童期には子どもはジェンダーについての学習をほぼできてい
るが（ステレオタイプ化）、革新的な父親の子どもは、同時に、ジェンダーに対する柔軟性（反ステレオタ













































































































































































エリクソン（Erikson, 1950; 1959）によって確立された「自己同一性（ego identity）」の概念とは「私
−187−
湯川：「性・性意識の発達を個人差としてとらえる試み」
はいつも同じ私である（selfsameness, sense of sameness」という認識と「私は他者と重要な特徴を持
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Summary
This brief article rethinks the development of sexuality from the viewpoint of life-span 
development. First, three concepts, i.e., sex, gender and sexuality are integrated into the re-
defined concept of sexuality. Second, a hypothesis about the development of sexuality re-defined 
is proposed in terms of individual differences.
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